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内山一美氏錦…京教授(大学膿都市環轤科学研究科)…土

化学だいすぎクラブを適した化学普及濫動
PopulariziltionofChcmistrythrougl１℃hcmChemClub"
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１ﾉﾘ１１１－美氏は1983年製薬科大挙で薬学博二'二の学位を取得し,１９９５
年から東京都立大学助教授．2006{|皇からｍｉｌｊ大学東京都11j環境学部
教授となり現在に至っている。この1{'11998年から２０００年まで化学
教育Ｎｉ議会関東支部副議長及び議長，２００１年には夢.わくわく科挙
腱ｿﾞﾐ行委貝，2005年から２０１３ｲFまで化学教育協議会普及交流委只会
化学大好きクラブ小委Li会委員長を務めた。以ﾄﾞに氏の業紙の主なも
のについて述べる。

１．｛と学展における化学普及活動

2001年８)１１６～２１日に新宿流川膿でllMilliされた夢わくわく化学
腱（ﾉﾄﾞ上1Mi夫笈行委貝長）において．おもしろ体験化学教篭を企liii運
営し，-j負供及び親子を対象に化学爽験教峯及び携治化学背による講籏
会を行ったａさらに木炭・アルミ芯池をﾉ1ｌいる|当|動了|エレースを企iIIL
た゜Ｉ１ｌＩｉ長炭と食臘水．アルミホイルをJllいてiiii単に作成できる木炭ア
ルミ迩池は．材料の入手性もよく，安全性も両<，比較的高'1ＭJの迩
源となることを利H]しこれを茶iikした棋型ﾄﾞ1動車を競争させるもの
である。イ更レースは大きな反騨を呼び，継続的な開催を望む声があっ
たことから２()02,2003年には科'γ未来館を会場として.,化学コン
クール,、としてIjMlllLた。またlr111#に木炭アルミ地池作成教室を'１｢殺
した。各ｲl己とも延べ人数で50細以｣2の子l蝉親子の参川1があった。
Ｚ・化学大好きクラブを通じての化学普及

内１１１氏は２００２ｲ1二より本部会止ｊ姿11会の黍Ｌｌとなった.大学に入る

前の子供たちに対する化学普及活鋤を行うことで↑将来化γ:に関辿し
た大顎に入学し，化学者として社会に出るというモデルを示せば》Wi呆
的に化学会会１１のiIWDl1につながるばかりでなく、科学技術立朧|として

生きる我が(Rlの将来に貢献するとの:勝えから，聞佼4：以ﾄﾞのAl:徒を対
象とした化学友の会を清水功雄会11委ｊ１会委貝長とともに立ち上げ

た。その後会の粕称を化学大好きクラブに変災し化学人好きクラブ

だよりを発行した．１K成１７年よ})化学教f『協議会普及交流委員会の
化学だいすきクラブ小委輿会となり，111商の教諭大学教只．企業の

研究者を化学大伽fきクラブ小委Lj会のメンバーとして加え，「化学だ
いすきクラブニュースレター」「化学だいすキッズーの発行，奥休み
化学教篭のＩ)Ⅱ催大学研究室への概待などの活動を行っている。ニュ
ースレターは．ｌ/i１期律表の容元紫について解説した周期表Ａ[OZ、本

会会腿をはじめとする役員の執鑛による私が化学を選んだ理１１１，身近
な材料をjlIいて実験する家庭でトライ、光ﾉﾋの指導の下に少し商度な
内容の実験を行う化学実験道場，１J本化学会frを受賞背の研究内容を
受賞者自身が解説する雌先端の化学，身の１１１１りにある化学製品につい
て平易に解説する嫌らしの化学賊liij線，岡校における化学のlA1祥を掘

！〕「げて解説する化学ワンポイントアドバイス．化学に関述するトピ
ックスなどを取り」:げるコーヒーブレイク，化学オリムピック．化'ﾘム

だいすきクラブのアクテイビティーを紹介するメンバーズサロンから

WIi成される。このニユースレターは年４１１１１（K1z成23年からはｲ'二３１１１１）
会11に配布している。また小学f'二とそのご父兄のための小冊子「化学
だいすキッズ」はイド２１J'１発行している。

その他化学のキャリアパスを示す．「１０年後の瀞たちの未来と化
学」（201()ｲ'三度～)，人'､”f先室への招待（開始当時～)．｜]立化成]二
梁などをはじめとした企業の体験化学教塞との連携などの活動を行っ
ている。本禰動は．化学教育に踵年搬わってこられた教貝を１１心に行

われてお}入Ikllll氏はこのとりまとめ，本部との述挑を'''心として橘
動し成采を上げた。

３．分析機器工業会との連携による化学普及活動

２０１１J「に国際分析科学会議2011が５月２２～２５［|にWil;【ｌｉＩ際会館
でlMlll4されたＣｌﾉﾘ１１１氏はこのなかで公開講座部会をjL1当した噂そこで．
多くの雌先端機器を実際に動かし商校生に体験してもらう「来て・
みて,試して．考える雌先端分析科学のIIL界」を企lII1i・実施した。

』し体lIl<jには．島津製作所,堀場製作所で約30名ずつの受,識考に実験
,iiiliiWを行った（'r1ii～)。ｌ可11#に．京ｶﾞ1;阿際会館の大ホールに１９テー

マ，約3()合の1,と先端機器を殻慨し、・体験実験化学教篭を行った。約
150:i'１の/I:徒が参力l'し1人あたり複数台の機器を体験・リさ習した。
U1き続き，「社会を支える分析化学～將名研究誉からのメッセージ」

として以「の識波を企i1Iiしたｃ

スタンフォード大学・リチヤード・ゼア教授「ＴｈｅChallenge()r
SustainabiliLy｣．ウッヅホール海洋りそ物学研究所・下村I1if教授「緑色
蛍光タンパク魔の誕生」名城大学・産総研・ＮＥＣ飯Ｉ聡溌男教授「地
子蹴微鈍でカーポンナノチューブを兄つける」

またⅢIjlイド３)１１１１｣に來北地区の大慶災・福島原-ｆ〃発電所の坂

大1j:故が発'１=したことから．公'１１１識座でもこれを受け，’三智大学広瀬
勝Ｕ教授に「編脇第１原子力発腫所猟故による環境への放射能汚染～
過去の放射能汚染と比較して＿の企iihiも行った。

また．｜ﾉllI1氏は上記のような試みは継続性が箙要と考え，次年度以
降もlMIMLしていただくようＨ水分析機器ｒ業会に働きかけた。２０１２

年には科学未来館で小規摸でfjさ施し（参加人数約５０豹，７社から機
器及びii1ilﾘ１，挺l1Iiいただく１２()１３年にはＪＡｌＭＡサマーサイエンス
スクールの;i'１称のIli式企ilIliとして立ち上げていただき継続ﾘﾐ施の端紺
をつけたｃ

以上のようにl1ll1氏は，化学だいすききクラブをⅢ』心として化学1MＦ

及折動を行ってきた。その１ﾉﾘ容は．オミとして小『iTih５校zliなど将来の化
学行のための化学の体験・教育．キャリアパス支援教育に脚するもの

で，化学の1MF及と振興への戊献は満<評価できる。よって．ｌｉ１氏の瀧
統は}｣本化学会化学教育f〔にIifiするものと認められた。
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